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【はじめに】M-蛋白は異常単クローン性蛋白であり、これらは種々の検査値
に影響を及ぼすことが知られている。今回、直接ビリルビン(D-Bil)がマイナ
ス値を示したM-蛋白例を経験したので報告する。 
 
【症例】67歳、男性。電気泳動でγ位にM-Bandを認め、IgM-κ型M-蛋白
と診断された。 κ型Bence Jones蛋白は（＋）であった。 
 
【方法】患者検体を用い、1,タイムコース異常の確認、2,normal血清との混
合試験、3,混濁の確認、4,他法による測定、5,濃度希釈による測定をおこなっ
た。 
 
【結果】患者血清とR1試薬との間で何らかの異常な反応を認めた。 

 
【考察】今回、患者検体で様々な項目のタイムコースを確認した結果、異常

反応を示す項目を D-Bil以外にも認めた。それらの試薬は R1試薬が酸性で
あった。患者血清中のM-蛋白が酸性条件下で構造変化したため異常反応した
と考えられた。 
 
 


